
































      ＜合同調査体制＞ 
       東北大学災害科学国際研究所 
       地盤工学会東北支部 













図 2 崩壊部分の位置（航空写真，Google Mapに一部加筆） 
崩壊個所
２．崩壊前の様子 





図 3 崩壊前の様子（Google Map ストリートビューに一部加筆）（2012年 4月） 
 
 





 崩壊の発生時刻は，9月 11 日の午前 3時頃であり，流出した土砂により前面の市道が完
全に遮断された．斜面と反対側の路側に位置するガードレールは流出した土砂の衝撃力に
より，大きく変形していた．図 6に示すように，崩壊部分は幅約 17m，鉛直高さ約 10mで
あり，市道沿いに位置している．崩壊部分の深さは深いところで約 2m程度であり，流出し

















図 4 崩壊後の様子（2015年 9月 11日撮影） 
 
 
図 5 応急対策中の様子（2015年 9月 13日撮影） 
 
 
図 6 崩壊部分および周辺のイメージ図 
 
 
図 7 斜面下部の擁壁 
  
図 8 崩壊部分表面の岩肌        図 9 斜面の対策の痕跡 
 
 
図 10 崩壊部上部 
４．被害概要と崩壊部分に関する分析 





















図 11 崩壊部表面の様子 
 












図 13 石積み擁壁 
 
 
図 14 石積み擁壁 
 
  
図 15 石積み擁壁の開口部        図 16 石積み擁壁のズレ 
 
 
 
